
平成 28・29年度 さいたま市教育委員会 研究推進『道徳教育』 
                           

心豊かな児童の育成を目指した道徳教育 

～自他を思いやる道徳性を養う指導の工夫～ 

 

 

  仮 説 

    明確な指導観に基づく「道徳科」の授業を通して、児童自ら道徳的価値を考え、理解し、主体的に

学習に取り組んだり、児童が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現したり

する力を育めるような工夫した方法を取り入れた授業改善をすることで、児童の道徳性を養えるであ

ろう。 

 

  手だて 

（１）道徳的価値に関わる教師の見方、考え方や道徳的価値を視点とした児童の実態、授業で児童に最も 

考えさせたい内容を明確にし、道徳的価値の理解の道筋を明らかにする。 

          

         ・資料分析表の作成 

 

  （２）児童が主体的に取り組み、協同的・対話的な議論を行う能動的な学習を取り入れた授業を展開する。 

 

         ・指導方法の工夫（読み物教材の登場人物への自我関与が中心の学習） 

                 （問題解決的な学習） 

                 （道徳的行為に関する体験的な学習） 

         ・導入の工夫 

         ・発問の工夫 

         ・話合いの工夫 

 

桜木小学校の道徳教育重点目標 

 

    B 主として人とのかかわりに関すること 親切・思いやり 

 

    低学年：（６）身近にいる人に温かい心で接し、親切にすること。 

     

    中学年：（６）相手のことを思いやり、進んで親切にすること。 

 

    高学年：（７）誰に対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にすること。 

 

 

今後の研修 

    

  （１）重点化を図った教材で研究を進める 

（校内授業研究会での教材を決定し、資料分析表・指導案を作成する） 

 

  （２）来年度に向けた道徳教育全体計画・全体計画別様の作成 

 

  （３）来年度の発表に向けて 

     平成 29年 2月 9日校内授業研究会  
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学校教育目標 

ち か ら い っ ぱ い 

やさしく（人に優しくできる力） かしこく（自ら学びつづける力） たくましく（心と体をきたえる力） 

めざす児童像 

自尊感情をもち、自他共に思いやりの心で大切にし、よりよい人間関係を築くことができる子 

研究主題 

心豊かな児童の育成を目指した道徳教育 

～自他を思いやり、道徳性を養う指導の工夫～ 

研究の仮説 

 学校生活の中で互いの考えを認め合い、自己の生き方について考えを深め、道徳の授業において、児童一

人ひとりが道徳的価値を理解することで、自他を大切にし、よりよい人間関係を築ける子が育つだろう。 

視点１ 

道徳的価値を理解し、 

行動に移せる指導の工夫 

視点３ 

自己の生き方について 

考えを深める工夫 

視点２ 

互いの考えを認め合う工夫 

手立て① 授業展開の工夫 

手立て② 教材提示の工夫 

手立て③ 発問の工夫 

手立て① 話合いの工夫 

手立て② 表現活動の工夫 

手立て③ 板書の工夫 

手立て① 書く活動の工夫 

手だて② 自分の生活を 

振り返る工夫 

道徳科の目標 

よりよく生きるための基盤となるため，道徳的

諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事

を多面的・多角的に考え，自己の生き方についての

考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，心

情，実践意欲と態度を育てる。 

児童の実態 

本校の児童は、困っている友達を助ける優しい

児童もいるが、自分の立場で物事を考えたり、行動

したりする児童も多く見られる。また、周りの目や

意見を気にし、自分から進んで善い行いを実践す

ることができない児童も多く見られる。 

道徳教育の目標 

自己の生き方を考え，主体的な判断の下に行動

し，自立した一人の人間として他者と共によりよ

く生きるための基盤となる道徳性を養う。 

本校の重点項目 

Ａ 主として自分自身に関すること 

４ 個性の伸長 

Ｂ 主として人との関わりに関すること 

７ 親切，思いやり 

○明確な指導観に基づく授業の実施。 ○児童自ら道徳的価値を考え、理解し、主体的に学習に取り組める授業の実施。 

○児童が多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判断し、表現したりする力を育める授業の実施。 

○心の日の充実。 ○道徳ストリートの活用。  


